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国立公園内におけるトレイルランニング大会等の取扱いについて 

 

 

 近年、山岳地の利用が多様化する中で、自然豊かな国立公園等をコースに設

けるトレイルランニング大会が多数開催されているところである。 

 自然公園法（昭和 32年法律第 161 号。以下「法」という。）は、国立公園内

の歩道を走ることを制限するものではないが、一方で、多人数で走行時間を競

い合いながら狭い歩道を走行することとなるトレイルランニング大会等（以下

「大会等」という。）は、不適切な内容で開催されることにより、歩道の適正な

維持管理の妨げ、歩道周辺の自然環境への影響、大会等に参加する者以外の一

般利用者の安全で快適な利用環境の確保の妨げとなることが懸念されるところ

である。 

 このため、国立公園内における大会等の取扱いについて、下記のとおり整理

したので、適正な運用のもと、国立公園内の自然環境の保全及び公園利用者の

快適な利用の確保が図られるよう御配慮願いたい。 

 

 

記 

 

第１ 基本的な考え方 

  公園計画における歩道は、公園利用の基幹的な施設として、利用者層、自

然条件等地域の特性に応じた徒歩利用を確保するものであり、トレイルラン

ニング等走行による利用を想定しているものではない。 

  そのため、多数の走行者が参加する大会等は、歩道の適正な維持管理の妨

げ、歩道周辺の自然環境への影響、徒歩利用者と走行利用者間における接触

事故、静穏の阻害、混雑等公園利用者の安全で快適な利用の確保を妨げるお

それがあるため、慎重に対応することが必要である。 

  なお、本通知は国立公園内をコースとして開催されるトレイルランニング

大会及びイベントを対象とし、個人によるランニングは含まないものとする。 

 

 

第２ 国立公園管理運営計画への記載について 

  本通知は、全国的見地からの大会等の取扱いを示すものであるが、指導に

際しては、各国立公園の自然環境・利用実態等を踏まえた対応を行うべきで

あることから、国立公園管理運営計画区ごとに取扱いを定めることが適当で
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あり、地方環境事務所等は「国立公園管理運営計画作成要領」（平成 26 年７

月７日環自国発第 1407073 号）に基づいて定めている国立公園管理運営計画

において、同作成要領第４（４）「適正な公園利用の推進に関する事項」とし

て、必要に応じ、大会等のコース・期間等に係る詳細な指導事項、大会等の

取扱いに係る地方自治体との連携等について記載するものとする。  

 

 

第３ 大会等の取扱い方針について 

１ コース設定における基本的事項 

① 特別保護地区においては、法第 21条第３項の規定により「木竹を損傷

すること」及び「木竹以外の植物を採取し、若しくは損傷し、又は落葉

若しくは落枝を採取すること」等の行為が厳しく規制されているとおり、

特に厳重に景観の維持を図る必要のある地区であるため、これらの行為

の発生が懸念される場合は、特別保護地区内を通過するコース設定は避

けるよう指導すること。ただし、部分的に特別保護地区を通過する際に、

競争性を生じさせない歩行区間の設定等により植生帯への踏み出し及び

土壌の浸食を防止するための措置が適切に講じられる等自然環境等への

影響が発生しないと考えられる場合は、地域の実情に応じて判断するも

のとする。 

② 第１種特別地域においても、特別保護地区に準ずる風致を有し、現在

の風致を極力保護することが必要な地域であることから、特別保護地区

と同様に取り扱うものとする。 

 

２ コース設定における配慮事項 

① 走行に対して脆弱な区間（湿原や泥濘の多い湿潤な環境、高山植物群

落等）が存在する場所をコースに含めないよう指導すること。 

② 踏み荒らしによる歩道の複線化や拡幅が懸念される場所については、

登山道外への踏み込み防止柵の設置等によりコースを外させない又は歩

道からはみ出させない等の措置を講ずるよう指導すること。 

③ すでに洗掘を受けている場所等については、コースに含めないこと。

やむを得ず含める場合にあっては、マットの敷設により養生する等、歩

道及び歩道周辺の植生への影響を生じさせない又は影響を軽減するため

の措置を講ずるよう指導すること。 

④ 崩落や落石のおそれのあるガレ場や傾斜地に付けられた狭隘な登山道

等をコースに含めないよう指導すること。 

⑤ 管理運営計画等において保全対象として定められている重要な自然環
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境等については、特に影響が生じないように対応するよう指導すること。 

３ 大会等開催にあたっての配慮事項 

① 利用者数の多いルートの混雑期等については、一般利用者への影響が

特に懸念されることから、原則として大会等を開催しないよう指導する

こと。 

② 大会等の開催について、ウェブサイト、公共交通機関等の掲示スペー

ス、国立公園内外の主要な利用拠点、登山口等において、大会の開催日

時、コース区間、誘導標の設置及び一般利用者に留意してもらいたい事

項等を掲出し、あらかじめ周知しておくよう指導すること。 

③ 大会等の主催者、参加者及び応援者について、遵守すべきルール（（別

紙）ルール等におけるチェックリストの例参照）を設定し、自然環境の

保全並びに一般利用者の安全性及び快適性を確保するよう指導すること。 

 

４ その他の配慮事項 

  ① 野生動植物への影響を回避するための専門家、自然保護団体等の意見

が聴取され、反映するよう指導すること。 

  ② 歩道等管理者、土地所有者及び関係行政機関等との事前調整を十分に

行うよう指導すること。 

 

 

第４ 大会等開催に伴うモニタリング等の実施について 

１ 地方環境事務所等は大会等の開催が自然環境等に与える影響について、

必要に応じて、以下のとおりモニタリングするよう主催者への指導を行う

ものとする。 

なお、毎年開催するなど当該コースに関するデータが一定程度集積され

ている場合は、調査規模の縮小又はモニタリングを行わない等の対応を検

討したうえで、主催者への指導を行うものとする。 

① モニタリングの実施にあたっては、大会等の計画立案時にコースの事

前調査を行い、モニタリング対象となる地点や対応を要する地点を洗い

出しておくこと。特に開催実績のないコースについては、詳細な調査を

実施すること。 

② あらかじめ設定したモニタリングする地点において、大会等の事前及

び事後の様子を写真等に収めて、比較し、評価すること。 

 

２ モニタリングの結果により改変が確認される場合は、主催者に対して、

原状回復措置を行うよう指導すること。 
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第５ その他 

１ 看板等広告物の設置等や休憩所等工作物の新築等の要許可行為について

は、主催者に計画書類を提出させ、審査基準等に照らし合わせて適切に指

導すること。 

 

２ 夜間走行を含む大会等については、本通知の趣旨が十分に配慮される計

画となっていることを確認すること。 

 

３ 本通知や国立公園管理運営計画に記載されている事項について、主催者

や関係者等に、その内容を説明し、可能な限り理解を促すよう努めること。 

  

４ 関係行政機関等との間で十分な連絡調整を図り、連携した対応を行うこ

と。 
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（別紙）ルール等におけるチェックリストの例 

対象者 配慮分野 チェック内容 

主催者 環境配慮 参加者数は地域の特性等を踏まえ、適正な上限人数を検討

する 

参加者が密集して走ることとなるスタート付近について

は、林道、農道、スキー場等の自然環境への影響が少ない

ルートとする 

必要に応じ、適当な基数のトイレを適切な箇所に配置し、

適切な管理（処理方法、撤去等）を行う 

開催地域外から植物が持ち込まれないよう、競技開始前に

は参加者及び応援者に靴底の洗浄をさせる 

必要に応じ、住宅街や希少野生動物の生息地を避けた応援

ができる場所を設定する 

保全すべき重要な自然環境等にコース設定している場合

は、必要に応じ監視員を配置する 

安全配慮 外的危険（落石、転落・滑落、波浪）が予見される場所（急

傾斜地、岩礫地など）、脆弱な地盤、滑りやすい粘土地盤、

破損のおそれのある木道等がある区間はコースとして選

定しない 

競技途中で事故等の緊急事態があった場合、速やかに対応

できる体制を整えておく 

参加者、応援者及び一般利用者等に対する案内や誘導表示

は、混乱を招かないよう既存の標識類と区分し、分かりや

すい位置、表示内容となるよう配慮する 

歩道等管理者、土地所有者立ち合い等により事前に歩道の

安全点検等を行う 

その他 悪天候などにより、自然環境の保全上又は参加者の安全確

保上の懸念が生じた場合は、速やかに中止等の判断ができ

るよう意思決定の体制を整えておく 

参加者、応援者に、大会運営上の自然環境及び安全への配

慮事項を周知し、徹底させる 

大会実行関係者等は、腕章等により身分を明らかにしてお

く 

参加者には、ゼッケン等身分を明らかにするものを着用さ

せる 
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ウェブサイト、公共交通機関の運行に関連する掲示スペー

ス、国立公園内外の主要な利用拠点、登山口等において大

会の開催日時、コース区間、誘導標の設置状況及び一般利

用者に留意してもらいたい事項等を記載し、可能な限り大

会開催の周知を行う 

大会の開催を周知するものについては、主催者の連絡先

（問合せ先）を記載しておく 

主催者、参加者、施設設置者及び管理者の責任（事故発生

時、他者への損害発生時）の範囲を明確化しておく 

事前調査を実施し、予め収集した大会の開催運営に必要な

情報を基に、コース設定にあたる 

必要な許可等を大会開催１ヶ月前には済ませておく 

参加者、応援者を含む大会関係者に、トイレは所定の場所

で済ませることを周知する 

参加者 全般 登山者等の一般利用者を尊重し、レース中においても配慮

を心掛けること 

登山者等とすれ違ったり、追い抜いたりする場合は、丁寧

な声掛けを行うこと 

環境配慮 設定されたコース以外は走行しないこと 

トイレはできるかぎり所定の場所で済ませること 

ゴミは持ち帰るか、所定の場所に捨てること 

ストックはキャップの付いた状態で使用し、使用を認めら

れた区間のみでの使用とすること 

安全配慮 登山者等とすれ違う場合は、登山者等を優先させること 

集団走行、並列走行は行わないこと 

夜間に走行する場合は、反射板、ライト等を着用すること 

その他 ゼッケン等を身に着けておくこと 

応援者 全般 主催者が設けたルールを遵守すること 

環境配慮 登山者等の一般利用者を尊重し、レース中においても配慮

を心掛けること 

歩道や園地など整備された場所以外に立ち入らないこと、

特に自然植生のある場所に踏み込まないこと 

トイレは所定の場所で済ませること 

ゴミは原則として持ち帰ること 

 


